

































































































































（3） Cf. Dreyfus and Dreyfus (1986).











































































































































































































（8） 津田（2002）、久木田（2010）、Elman et al（1997）、Churchland（1995）。

































































（11）  Clark and Chalmers (1998).
（12）  ただしこのことはクラーク以前にコネクショニストたちによっても主張されていた。Cf. Rumelhart, 
Smolensky, McClelland and Hinton (1986).  この点を筆者に指摘してくれたのは呉羽真氏である。
（13）  EMHをめぐる賛否両論については、EMHに関する主要論文を収録したMenary（2010）の序文を参照。
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